
「ランチタイム懇話会」(女性研究者支援 WG 主催) 

 

●日時：5 月 19 日（日）12 時 05 分〜13 時 05 分  

●開催方式：対面方式 

●会場：高知大学 共通教育 3 号館 311 

●テーマ：学会のもやもやを語ろう！ 

●参加基準：原則として女性研究者（性自認が女性の方も含みます。） 

 

●広報文 

日本哲学会大会 2 日目に、女性研究者を対象としたランチタイム懇話会を対面で開催し

ます。各自、昼食を持参してください。 

ランチタイム懇話会は、会員の緩やかなつながりを作ることを応援する場です。女性研究

者にとって、安心して研究ができる環境や研究発表の場の安全性をどのように担保するの

かを考えることは必要なことです。しかし、女性研究者が直面する問題を話し合う機会がな

く、安心して研究できないことをひとりで悩んでいる方もいるのではないでしょうか。学会

に所属している女性であるがゆえに抱えるさまざまな悩みや葛藤を共有し、より良い研究

環境がどのようなものなのか、皆さんで話し合いませんか。 

今回は、参加者一人一人の困りごとや悩みごとについて対話しつつ、意見交換や情報交換

を行いながら互いに交流を深めていきたいと思います。日本哲学会の大会に初めて参加し

た方、いつも一人で参加している方、女性同士で語り合いたい方、同じような問題を抱える

会員と知り合いになりませんか？ 女性研究者特有の不安や悩みを共有して一緒に解決策

を考えていきましょう！ 

 

2023 年度のランチタイム懇話会（女性研究者支援）で話し合った話題の具体例： 

• 「研究倫理窓口」の利用例に関するパンフレットの作成について 

• 「日本哲学会グラウンドルール」の活用のための取り組み 

• 大会運営時における担当者のジェンダーバランスへの配慮 

• 男女共同参画ワーキンググループの活動の活性化 

• ストーカー被害・ハラスメント被害を受けている／受けていた会員の安全を考慮

した学会参加方法の検討 

• 女性研究者に限定した交流のだけの場の設定 


